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博士（文学）学位請求論文審査報告要旨 
論文提出者氏名 青木 雅浩 
論 文 題 目 外モンゴルとソヴィエト、コミンテルン－1921 年 7 月-1924 年 11 月－ 
審査要旨      1911年末に清朝からの独立を宣言した外モンゴルには、1915年のキャフタ協定後の
自治の時期、外モンゴルへの主権を主張する中華民国の軍事力によって 1919年に自治が撤廃された時
期を経て、1921年 7月に人民党によって人民政府が設立された。本学位請求論文は、この人民政府設
立時から人民共和国第 1 回国会で共和制が成立した 1924年 11月までの外モンゴルの政治情勢を、ソ
ヴィエトおよびコミンテルンとの関係から研究したものである（本論文では、ロシアのソヴィエト政
権を、1922年末まではソヴィエト・ロシア、それ以降はソ連、両者を総称するときにはソヴィエトと
表記することにしている）。 
全体は序章、本論〔1部：Ⅰ章､Ⅱ章、2部：Ⅲ章､Ⅳ章、3部：Ⅴ章､Ⅵ章）、補論、終章から成る。
序章では、1921－1924年の時期の外モンゴルの政治情勢をモンゴル人の活動だけからみる先行研究
を批判し、ソヴィエト、コミンテルンとの関係の本質の考察が必要であることを指摘する。 
第 1部「モンゴル人民政府成立後の政治情勢」の第Ⅰ章「モンゴル人民政府成立当初の外モンゴル
とソヴィエト、コミンテルン」では、まずソヴィエト・ロシアは外モンゴルと友好条約を結んで外モ
ンゴルに反ソヴィエト・ロシア勢力が出現することに備え、かつ国益の確保を図ったとする。当時同
国には、自国の安全保障等のための中華民国との交渉が自軍の外モンゴル駐屯問題等で難航したため、
対中交渉によらずに安全を確保する必要があった。このことは特にウリヤンハイ問題に対するソヴィ
エト・ロシアの姿勢に現れ、条約締結交渉にも影響したとする。次に極東諸民族大会について、コミ
ンテルンも外モンゴルを味方にし続けるためその独立を支持し、中国国民党代表から外モンゴル独立
の承認を取付けようとしたとする。第Ⅱ章「ボドーの粛清事件と外モンゴルの政治情勢の変化」では、
ボドーがソヴィエト・ロシア、コミンテルンに反対してソヴィエト・ロシア外務人民委員部のオフチ
ンと対立した原因が、この２組織のエージェントによる干渉にあったとする。この事件に対してリン
チノ等人民政府の一部指導層は王公、仏教勢力も含めた全国家的政権を作って国家を運営する途を選
んだ。オフチンは情勢安定のためにこれを容認しつつ、一方で外モンゴルを同盟者とする方針からソ
ヴィエト・ロシアのエージェントを増派して人民党を強化する方針に転じ、ここに以後の情勢に大き
な意義をもつ人民党と王公、仏教勢力の「連立政権」の是非を巡る問題が生じたとする。 
第 2部「モンゴル近現代史における 1923年」は、軽視されてきた同年の外モンゴルの政治情勢の解
明を目的とする。第Ⅲ章「1923年の人民政府・ソ連間の交渉と中ソ公式交渉」では、ソ連の人民政府
との交渉の意味は、外モンゴルに武器を譲渡し軍教官も派遣してその軍事力を強めることで、ソ連が
中華民国に譲歩して中華民国の外モンゴルに対する主権を認めても外モンゴルがソ連から離れぬよう
にし、外モンゴルへの中華民国の主権を実質のないものとすることにあり、その上で 1924年 5月中ソ
協定を締結したとする。第Ⅳ章「モンゴル人民党第 2回大会とソ連、コミンテルン」では、1923年 7・
8 月開催のこの大会を考察し、ソ連、コミンテルンは、中ソ公式交渉で中華民国に譲歩しても外モン
ゴルがソ連から離れぬようにするためにも、親中反ソの王公、仏教勢力を政権から除いて人民党を強
化し、新たな国家機構を建設することを狙い、同じ狙いで革命青年同盟第 2回大会も開いて革命青年
同盟の独立的立場を定めたとする。だがソ連、コミンテルンの以上の活動を指導したスタルコフにリ
ンチノ等が強く反発し、この対立がその後の外モンゴルの政治情勢に大きな影響を与えたとする。 
第 3部「外モンゴルにおける 1924年の政治的変化」の第Ⅴ章「外モンゴルにおける 1924年夏の政
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変について」では、この政変は前年来の政治情勢との関連で生じたと捉え、リンチノ等はコミンテル
ンが支持するスタルコフ等との対立を強め、スタルコフ支持のボヤンネメフ等は S. ダンザンと組み、
ともに 1924年夏の人民党第 3回大会で対立の結着を図った。そして同大会ではリンチノ等が主導権を
握り、スタルコフが主導した人民党第 2回大会を批判し、S. ダンザン等を批判して粛清し、続く青年
同盟第 3回大会では青年同盟を人民党に従属させようとしたとする。第Ⅵ章「モンゴル人民共和国第
1 回国会を巡るルィスクロフの活動」では、ソ連、コミンテルンが外モンゴルにルィスクロフを派遣
した目的は、スタルコフの場合と同様、王公、仏教勢力の排除と人民党の建設にあり、ルィスクロフ
はその実現のために第 1 回国会の開催準備作業に深く関与し、国会を人民党中央委員会の指導下に置
き、憲法の採択や共和制の施行等を主導したとする。 
補論「モンゴル人の「民族運動」とソヴィエト、コミンテルン」では、外モンゴル以外の地域であ
るフルンボイルと新疆に住むモンゴル人と人民党、人民政府の関係にソヴィエト、コミンテルンが自
国家の安全保障と中華民国との関係という観点から関わったとする。 
終章では、1921－1924年の外モンゴルの政治情勢は、自国の安全保障を考慮して対中国関係等の国
際情勢を見据えながら外モンゴルに対する姿勢を決定し、その姿勢に基づいて外モンゴルを自分達の
目的に合うように調整しようと図るソヴィエト、コミンテルンと、ソヴィエト、コミンテルンとの関
係を保ちながら不当な介入を排除して自分達の国家建設を進めようとするリンチノ等モンゴル人一部
指導層の関係の中において成立していたと結論づける。 
本学位請求論文は、ロシアとモンゴルの文書館の文書史料を文字通り駆使してまとめられたもので
ある。このような研究はロシアとモンゴルにもまだ現れておらず画期的である。しかも文書史料の緻
密な分析には驚くべきものがある。問題設定および論旨の展開も明晰で優れている。具体的な内容で
特に高く評価されるのは、①ロシアの文書館に所蔵される資料を活用して、ソヴィエト・ロシア、ソ
連、コミンテルンの対モンゴル政策を明らかにし、国際関係の中でモンゴル史を記述したこと、②首
相ボドーの思想と行動、その粛清の要因と結果を初めて具体的に解明したこと、③1923年の人民党第
2 回党大会の開催の背景としてコミンテルン・ソ連の政策、ソ連と中国の交渉を分析し、従来注目さ
れてこなかったこの会議をモンゴル現代史の中に正確に位置づけたこと等の点である。 
なお、①人民政府側からの初期人民政府の実態、②「リンチノ政権」とも言える体制の成立事情、
③コミンテルンの東アジア戦略における中国とモンゴルの位置づけ、④ソヴィエト共産党、ソ連外務
人民委員部、コミンテルン三者の錯綜した関係等の考察が望まれるが、これらは問題点というよりも
今後の研究課題というべきであり、本学位請求論文の価値を何ら損なうものではない。 
以上によって、本学位請求論文は博士（文学）の学位を授与するに十分なものであると認める。 
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